
 

業  種 バス 

取組分野 重大な事故等（防災）への対応 

テ ー マ 大規模災害対策 

取組の狙い 地震（南海トラフ・日向灘）などの大規模災害（津波被害等）に備え各種

取組みを実施 

具体的内容 ① 営業所における防災マップの掲示 

 各営業所で、自治体から取り寄せた資料やデータ及び乗務員から聴取の

うえ作成した浸水想定のエリア情報や避難場所をマップ上に具体的にわ

かりやすく示し、事務室や休憩室等に掲示することで、乗務員が避難場

所を日常的に確認できるようにしている。 

 

 

② 運転基準図に地震津波時の乗客の避難場所・バスの停車場を明記 

 上記防災マップ作成でまとめた避難場所等の情報などを活用し、路線毎

の運転基準図に乗客の避難場所・バスの停車場を記入している。 

 

 



 

 

 

【上段】 

 バス避難場所 

【下段】 

 乗客の避難場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 大規模災害対応ハンドブックを乗務員に配布 

 災害時におけるバスの運行、乗客への指示、会社への連絡等の対応を落

ち着いて適切に実施できるよう対応手順を明記し、大規模災害対応ハン

ドブックを乗務員に配布している。また、各乗務員が常に携帯している

「乗務員手帳」にも大規模災害時の対応手順の掲載を予定している。 

 

 

 

 

④ 緊急事態等が発生した場合に、バスと事務所が連携できるようドライ

ブレコーダーに連絡機能を追加 

 

【バスに緊急事態が発生した場合】 



 

 

・ドライブレコーダーを操作し、事務所のパソコンへ自動的に発報 

・当該パソコンからアラートが鳴り、発報した車両のライブ映像が表示さ

れ、車内の音声も確認、その他車両の位置を示した地図や運行状況をグ

ラフ化したデータを表示 

・録画映像等の記録情報は、バス内の機器装置に保存、事務所のパソコン

でデータ読み取り 

 

 

取組の効果  大規模災害への備えを事前に準備、周知しておくことで、災害発生の際

に、各乗務員や本社スタッフが冷静に対応できるような体制となっている。 

 

事業者名 宮崎交通株式会社 

（連絡先：運行管理部運転保安課 電話：0985-32-3913） 


